
第５１回近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会について 

 

近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会は、近畿・東海・北陸ブロックの１２

府県内に伝承されている民俗芸能のうち、価値の高いものを広く公開し、その鑑

賞を通して伝統文化に対する理解と認識を深め、無形民俗文化財の保存・伝承を

図るために毎年開催する大会である。 

第５１回の大会は、「うたい・かたり・まう」のテーマのもと、現存する近畿

最古の芝居小屋「出石永楽館」を会場にして、長年各地域で守り伝えられた貴重

な民俗芸能を披露する。 

 

１．日 時   １１月１５日(日) １２時開演（１１時３０分開場） 

 

２．場 所    出石永楽館（出石町柳） 

 

３．内 容 

（１）民俗芸能披露  

     近畿・東海・北陸ブロック１２府県のうちから、６府県７団体が出演。 

芸能名称 出演(伝承)団体 伝承市町 

伊勢
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萬
まん

歳
ざい

 村田
む ら た

社中
しゃちゅう

 三重県鈴鹿市 

日向
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神楽
か ぐ ら

 長畝
の う ね

日向
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神楽
か ぐ ら

保存会
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 福井県坂井市 

半 原 操 人 形
はんばらあやつりにんぎょう

浄瑠璃
じ ょ う る り

 半 原 操 人 形
はんばらあやつりにんぎょう

浄瑠璃
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保存会
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 岐阜県瑞浪市 
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保存会
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 和歌山県かつらぎ町 
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歌舞伎
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 南光
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ども歌舞伎
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クラブ 兵庫県佐用町 

小畑
お ば た

万歳
まんざい

 小畑
お ば た

万歳
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保存会
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 京都府京丹波町 

轟
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大神楽
だ い か ぐ ら

 轟
とどろき

大神楽
だ い か ぐ ら

保存会
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 兵庫県豊岡市 

   （出演順）

（２）展示等  

     各府県の民俗芸能情報等を会場外のテントにパネル展示し、来場者に

民俗芸能の保存伝承への理解を促す。   

 

４．入場料   無 料 

 

資料４  



              

５．申込み    入場整理券は、ハガキにより兵庫県教育委員会事務局文化財室 

（〒６５０－８５６７神戸市中央町下山手通５－１０－１）へ

申し込みができる他、下記にて受け取ることができます。 

        ○配布場所 教育委員会文化振興課、教育委員会出石分室 

        ○配布開始 １１月２日(月)から 

        ○配布枚数 一人様につき２枚配布 

                

６．主 催   兵庫県、兵庫県教育委員会、 

第５１回近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会実行委員会 

 

７．共 催   豊岡市、豊岡市教育委員会 

 

８．後 援   文化庁 

 

 

＜参 考＞ 

１．今回(第５１回)出演本市芸能 

○轟大神楽（市／指定／無形民俗、Ｓ５４） 

  ・伝承地  豊岡市竹野町轟 

  ・内容 

     轟大神楽は竹野町轟地区・森神社に伝わる神事で、毎年１０月第２ 

    日曜日の秋祭に神輿渡御
と ぎ ょ

と還御
かんぎょ

の際に奉納される獅子神楽。祭礼では、 

    ４種の獅子舞と「遊び獅子」を演じ、伊勢派の流れを汲む地方色を備 

えた神楽の一つといわれている。 

轟大神楽は江戸時代後期頃からこの地域で演じられるようになっ 

たと推定され、轟地区内の長男に口伝により伝承される芸能。昭和

４７年保存会が結成され、地域が一体となって保存活動を行ってい

る。 

今大会では、左手に御幣
ご へ い

、右手に神楽
か ぐ ら

鈴
すず

を持つ獅子舞「幣
へい

の舞」と 

滑稽な仕草や天狗とお多福のやり取りが愉快な狂言獅子「遊び獅子」 

を披露する。 

 

２．当市の過去の出演団体 

 （１）第３５回（平成５年９月１９日）   於：大阪府 

○法花寺万歳（県／指定／無形民俗、Ｈ１７） 

※出演当時は、旧豊岡市指定 

・伝承地  豊岡市法花寺  

    ・内容 



              

      太夫
た ゆ う

と才
さい

若
わか

と呼ばれる才蔵
さいぞう

役による掛け合いで、めでたい詞
し

章
しょう

と舞によって新春を 寿
ことほ

ぐ門付け芸です。法花寺万歳の起源は江戸

時代末期に農閑期に門付けをしたのが始まりと伝えられ、大正時代

が最も活動が盛んであった。  
昭和４７年に保存会が結成され、現在、『門入

か ど い

り』『蚕
こ

祈祷
ぎ と う

』の演

目が伝承されている。 

 

  （２）第４１回（平成１１年１０月３日）  於：奈良県 

    ○轟の太鼓踊り（県／指定／無形民俗、Ｈ１２） 

※出演当時は、旧竹野町指定 

・伝承地  豊岡市竹野町轟  

    ・内容 

      峰山
ほうざん

蓮華寺
れ ん げ じ

に伝わる芸能で、盂蘭盆施餓鬼の際に死者供養を祈願

して踊られる風流踊りの一種である。太鼓役８人が施餓鬼棚の周り

を念仏的な曲に合わせて踊る芸態で、音頭の歌詞には、「閑吟集
かんぎんしゅう

」（室

町末期の歌集）に収録されている風流小唄が取り入れられており、

その古さを物語っている。 

  （３）第４８回（平成１８年１１月２６日） 於：三重県 

○法花寺万歳（県／指定／無形民俗、Ｈ１７） 

 

 

 

 

 

 

〔問合せ〕豊岡市教育委員会文化振興課 ℡0796‐23-1160 

 

 


